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○位置と面積

東経 141°57′45″～ 142°20′50″

北緯  45°02′55″～  45°23′55″
面積 589.99km
東西 28.6km
南北 34.4km

歴史・位置　　　

歴 史

サルフツの地名は、文化４年(1807)北方から

の外国侵略の防備巡察に来道した近藤重蔵にし

たがって宗谷に来た幕吏田草川伝次郎の「西蝦

夷日記」に登場し「サルブツ…蝦夷家十一件、

男女五十四人、同所乙チウトラアイノ、同カテ

レバアイノ]とあります。

これより先、寛政１０年(1798)７月６日、宗

谷に来た幕吏三橋藤右衛門の随行の武藤勘蔵が

巡察模様を記した「蝦夷日記」に藤右衛門が宗

谷の前浜にソウヤをはじめ、トンベツ、トママ

エまでの役付や主だったアイヌを集め大酒宴を

開いたが、この席にサルフツから嶋綿入りを着

た「トンハライ」なるアイヌが招かれたと書き

残されています。

宗谷村から分村し猿払村が誕生して１００年

以上…明治１１年北海道開拓本庁から宗谷郡に

６村を設定するという公文が付達され、その中

に猿払が明記されて１２０年以上・・・武藤勘

蔵の「蝦夷日記」に記されてから２世紀の歳月

が経ちます。

村 民 憲 章
『わたしたちは、幾多の先達者が厳しい自然条件の

中で創り上げた、ゆたかな海とめぐみの大地、「猿払

村」を誇りとします。草原を渡り来る暖かい風のように

人々に接しながら、この「ふるさと」の未来に向って村

民皆で力を合せ、この憲章を実践します。』

地名の由来
猿払（サルフツ）の語源はアイヌ語の「サロプ

ト」「サラブツ」から転化したもので『葦（芦）川

口』『葦（芦）原の河口』を意味しています。

猿払村は「日本最北の村」として、北海道の

最北部にあたる宗谷管内のほぼ中央に位置し、

カナダのモントリオールとほぼ同じ緯度にあた

ります。

猿払村の東はオホーツク海の海岸線、西は丘

陵性山地を境に豊富町、南は幌延町、浜頓別町、

北は稚内市に隣接しています。

木村の

ナナカマド

村のシンボル

◎自然を守り たくさんみどりを ふやしま

しょう。

◎よく学び 教養と希望を ひろげましょう。

◎よく働き つくるちからを そだてましょう。

◎健康で 元気な暮らしを つくりましょう。

◎正しい心で きまりを まもりましょう。

開村して８０周年（平成１５年）に、ふるさと

「さるふつ」の新たなスタートを目指して村民憲章、

シンボルを策定しました。

９０周年（平成２５年）には、猿払村キャラク

ターさるっぷが誕生しました。

１００周年（令和５年）には、ロゴマークと

キャッチフレーズを作成しました。

稚内 59.6㎞

旭川 220㎞

札幌 348.3㎞ 釧路 409.8㎞

函館 596.2㎞

猿払村

花村の

コケモモ

村の魚
イ ト ウ

村のキャラクター

さるっぷ

100周年のロゴ
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○土地利用

.
○気象の概況

7496553-21.930.2

27

28

H18

19

20

21

22

23

24

25

26

5.2

5989959-18.127.2

68755

気温（℃） 降水量（mm） 最　深
降雪量
（㎝）

区分 気温（℃） 降水量
（mm）

平　均
最低 平均

-3.5
最　高 最　低 日最大 総　量

月別 最高

61　　１月 1.3 -17.5

　　　土地・気象　　　

宅地 牧場 原野 雑種地 山林 その他

213.91 249.612.24 6.45 52.56 3.21

畑

62.01

総面積

589.99 K㎡

固定資産概要調査書等報告書

　　３月 6.8 -17.6 -1.4 60

　　２月 6.0 -14.3 -3.1 37.5

比率（％） 10.51 0.38 1.09 8.91 0.54 36.26 42.31

年別気温・降水量等 令和７年の気温・降水量

年

38.5

41.5　　７月 31.1 10.9 21.7

　　６月 29.6

127.5

　　５月 25.1

　　４月 12.4 -3.9 4.0

-0.7 10.5 34.5

4.1 15.9

35-22.127.7

6.7 18.0 215

　　８月 30.9 13.3 21.3 388

　　９月 26.9

-11.4 -3.1 67.5　　12月 10.6

109.5

　　11月 11.1

　　10月 24.2 -3.0 8.3

-6.8 2.6 115.5

極値 ※猿払村で過去に記録した最大値31.8 -18.2 52 931 111

昭和53年以降（最深積雪のみ昭和58年以降）4727.5 -20.7 37 550

3

区 分 数 値 記 録 年 月 日6.1 27.6 -17.0 96 975 49

6 6.5 28.0 -18.6

最大風速 24ｍ 平成19年1月7日

6.4 31.5 -20.5 26 696 92

最低気温 -27.2℃

最高気温 32.7℃ 平成12年7月31日

昭和61年2月4日4 6.4 27.6 -21.5 47

29

30

R1

2

平成10年2月5日

80

日降水量 140mm 平成27年7月13日

7 7.6 31.1 -17.6 97 1,296

5 5.9 31.8 -17.5 93 1,270

78 最深積雪 118cm

5.9

5.8

5.6

5.6

5.5

5.6

6.2

5.2

5.7

5.9

6.5

5.5

5.5

561,06145-20.429.3

7380960-19.929.8

101

661,05338

27.8 -17.8 50 872 33

980 68

901,15672-17.828.9

531,02432-21.329.0

59899140-19.528.5

7283567-21.228.7

1,10975-23.630.2

941,06369-22.628.3

総面積は約590K㎡を有し、村としては北海道で一番広く、総面積の約４割が山林であり、手つかずの自然がいっぱい残っ

ています。

東部は約33ｋｍの海岸線を有して豊富な水産資源を誇るオホーツク海を望み、西・北・南部は背梁を低下しながら、幌尻山・

エタンパック山を中心に、標高200ｍから400ｍ前後の宗谷丘陵が連なっています。中央部から東部にかけては広大な耕地や

原野が広がっており、役場所在地の鬼志別を中心として大小11の集落が形成されています。

また、宗谷丘陵を水源として猿払川など６水系が緩やかな流速で屈曲しながらオホーツク海に注いでおり、下流域には大小

の沼や湿原を形成しています。

３月に入るとシベリア大陸の高気圧が衰えて、北西の冷たく厳しい風の日が少なくなり、４月には融雪が一気に進み平野部

では雪の姿は消えます。５月から６月には移動性高気圧の影響を受け、比較的天候は安定しますが空気は乾燥します。

７月から８月にかけ北太平洋高気圧の圏内に入り、気温もしだいに高くなり、時には30度近くまで気温が上がります。し

かし、オホーツク海高気圧が強まり停滞すると長期間にわたって低温の湿潤な天候が続きます。

春

夏

秋

冬

９月の中旬を過ぎる頃、朝夕は急激に涼しくなり山間部では紅葉がはじまります。シベリア大陸からの寒冷な高気圧の兆

しが見られるようになり、雷雨の発生とともに降水量が最も多い時期となります。10月下旬から11月上旬には初雪が観測され

る年もあり冬間近となります。

12月に入ると西高東低の冬型気圧配置の日が多く、本格的な冬の到来となります。年末から２月くらいのまでの期間に

は、南極のブリザードを思わせる吹雪も数回あります。積雪量は150㎝を越す年もありますが、並年は100㎝前後となってい

ます。また、２月から３月にかけ流氷が接岸すると冷え込みが強くなり、最低気温が氷点下20度を下回る厳寒の日もありま

す。

2



○世帯数・人口の推移 ○産業分類別就業者の推移

　　　　　　　　　　　　　　

○地区別人口及び世帯数の推移

平成22年 平成27年

1,502 1,568 2.8 〃 第 1 次 産 業 512

2

2.8 〃 建 設 業 192

547 544 545

第 2 次 産 業 458

150

令和2年
総 数 男 女

人　　口　　　

国勢調査

年 世帯数
人 口 一世帯

当人口
備 考 区　分 平成12年 平成17年

201

9 1,090 3,085 1,509 1,576 2.8 〃 林 業 ･狩 猟業 8

３月末住民基本台帳 農 業 212 210 196 210H8 1,092 3,125 1,531 1,594 2.9

9 2 1

10 1,092 3,087 1,512 1,575 2.8 309〃 漁業･水産養殖業 292 328 346 333

511

12 1,090 3,017 1,486 1,531 2.8 0〃 鉱 業 1 0 0 0

11 1,098 3,070

111 94 91

14 1,097 2,983 1,469 1,514 2.7 309〃 製 造 業 221 308 339 297

13 1,090 3,007 1,478 1,529

450 391 400

16 1,125 2,958 1,460 1,498 2.6 9〃 電気･ガス水道業 13 9 4 6

15 1,111 2,976 1,467 1,509 2.7 〃 414

28

18 1,103 2,886 1,414 1,472 2.6 65〃 卸売業･小売業 102 91 79 73

17 1,116 2,941 1,447 1,494 26 40 30

2.5 〃 サ ー ビ ス 業 411

8 6 12

2.6 〃 運 輸 通 信 業 56

2.6 〃 金 融 ･保 険業 14 6

20 1,125 2,873 1,415 1,458 2.6 0〃 不 動 産 業 3 1 1 0

19 1,125 2,898 1,418 1,480

第 3 次 産 業 696

436 423 421 458

22 1,138 2,815 1,373 1,442 2.5 96〃 公 務 97 86 82 89

21 1,123 2,855 1,405 1,450

657 635 631 662

24 1,120 2,763 1,358 1,405 2.5 2〃 分 類 不 能 0 0 2 1

23 1,136 2,805 1,377 1,428 2.5 〃

1,662 1,631 1,568 1,575

26 1,226 2,819 1,357 1,462 2.3 〃 【第1次産業 32.44%／第2次産業 25.39%／第3次産業 40.03%】

25 1,186 2,820 1,375 1,445 2.4 〃 合 計 1,622

27 1,237 2,792 1,345 1,447 2.3 〃

〃

29 1,212 2,725 1,329 1,396 2.3 〃

28 1,233 2,769 1,341 1,428 2.3

〃

R1 1,223 2,715 1,332 1,383 2.2 〃

30 1,226 2,720 1,342 1,378 2.2

〃

2 1,277 2,694 1,324 1,370 2.1 〃

2 1,287 2,745 1,337 1,408 2.1

〃

4 1,249 2,622 1,280 1,342 2.1 〃

3 1,230 2,636 1,294 1,342 2.1

〃

6 1,252 2,568 1,254 1,314 2.1 〃

5 1,277 2,621 1,257 1,364 2.1

令和7年
３月末住民基本台帳

〃7 1,271 2,541 1,239 1,302 2.0

人　口
1,097 612

区分 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

172 83
浅 茅 野

世帯数
鬼 志 別 1,154 627 1,123 614 1,112 600 1,116 616

世帯数 人　口 世帯数 人　口 世帯数 人　口地区名 人　口 世帯数 人　口 世帯数
1,061 607

知 来 別 353 105 352 105 351 106102 355 108 330 106 324
浜 鬼 志 別 587 239 596 251 569 258236 545 230 571 251 573

芦 野 112 49 108 49 106 50 104 47
猿 払 38 22 36 20 35 1721 35 21 30 19 28

2531 51 28 44 26 42

103 48 101 48

45 40 50 46
142 65

31 42 36

浜 猿 払 181 84 168 82 161 76

137 60
34 60 32 5665

64 158 64

169 81 164 74

豊 里 9 5 9 6 9

浅茅野台地 158 62 162 64 163
46 41 37小 石 54 48

合 計 2,745 1,287 2,694 1,277 2,636

5

狩 別 34 12 34 13 37 13 38 12

6 9 6 7 5 6

1,2711,230 2,622 1,249 2,568 1,252 2,541
40 11 42 11

人 口 動 態

17 13 25 8 20

26 32 34 40 31
-50

0

50

R3 R4 R5 R6 R7

自然動態

出生 死亡

110 168 181 139 162

201 167 183 159 172
-500

0

500

R3 R4 R5 R6 R7

社会動態

転入 転出

3



漁業者数及び魚類別漁獲量と漁獲高

区　　分 漁獲量 漁 獲 高 漁獲量 漁 獲 高 漁獲量 漁 獲 高 漁獲量 漁 獲 高 漁獲量 漁 獲 高
魚 類 別 (t) (千円) (t) (千円) (t) (千円) (t) (千円) (t) (千円)

さ け 1,456 880,240 1,838 1,161,718 1,185 598,722 619 512,314 469 455,845
ま す 18 3,776 18 6,150 4 2,219 3 1,752 9 5,820
か れ い - - - - - - - - - -
そ の 他 432 56,051 606 85,082 537 68,108 196 16,450 248 46,209

ほ た て 51,634 9,000,844 43,937 10,677,449 38,137 6,899,446 36,280 6,722,188 35,154 8,982,150

ほ っ き - - - - - - - - - -
つ ぶ - - - - - - - - - -
そ の 他 100 10,644 180 22,675 202 29,037 143 26,609 87 22,918

毛 が に 140 670,106 189 817,470 169 629,198 105 655,711 103 666,390
たらばがに - - - - - - - - 7 37,590
い か - - - - - - - - - -
た こ 77 39,228 26 18,501 32 30,553 28 22,102 15 11,735
そ の 他 7 26,501 12 47,399 10 38,070 6 17,746 4 9,769

漁船在籍数

10,238,426

漁業者数

36,09646,806

　　　水　　産　　業

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度年　　度

(2)貝　　　類

(3)水産動物類

合 計 53,864 10,687,390

271人

(1)鮮　魚　類

273人 269人 268人 275人

10以上20t未満

110 10 6 46

12,836,444 40,276 8,295,353 37,380

動    力    船
3t未満 3以上5t未満 5以上10t未満

7,974,872

本村の漁業はかつて、資源枯渇による苦難の時代を経験しました。しかし、漁場造成や孵化・放

流・育成事業など、漁業者と村が一体となって資源管理型漁業への転換に力を注ぎ、豊かなオホーツ

クの漁場を再び取り戻しました。

現在、本村の天然ほたて貝の水揚量は、日本有数を誇るまでに安定成長を重ね、毛ガニやサケ、マ

スと同様にオホーツク海の大自然の恩恵を受けた「さるふつブランド」として、本村の産業振興に大

きな貢献をしております。更に資源管理型漁業の推進のため、猿払村漁業協同組合では独自の試験研

究体制の整備を確立して、生産技術の向上を目指しております。

本村には３つの漁港がありますが浅海漁場造成事業などの漁場整備や漁港機能の整備の充実に努め

るとともに他産業との交流を促進し、産業間の連携から地域資源を活かした付加価値の高いブランド

づくりの展開や将来を担う後継者の育成にも積極的に取り組み、活気のある港を創出しています。

また、ほたて貝の貝殻などの産業廃棄物の適切な処理を進めるため、関係機関や団体などの連携を

図りつつ他産業での有効活用を研究し、試験を行うなどの取り組みもしています。
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○農　　業

 

農業経営体別・農業者数・家畜飼養頭数・搾乳量

区分

計

年 計 男 女 (頭) 経産 未経産 (頭) (ｔ)

R3 47 9 3 125 72 53 7,521 4,155 3,366 0 38,403

4 47 9 3 125 72 53 7,589 4,211 3,378 0 39,228

5 46 10 3 125 72 53 7,683 4,211 3,472 0 39,483

6 37 11 3 125 72 53 7,283 4,055 3,228 0 37,072

7 35 12 3 124 69 55 7,354 3,949 3,405 0 36,624

○林　　業

61

65

67

50

51

農　　林　　業　　　

経営体別件数
農業者数

乳用牛
雄牛 搾乳量

個人
経営

法人
経営

TMR
ｾﾝﾀｰ

内訳
計

漁業と共に猿払村の基幹産業となっている農業は、酪農業を主力として安定した農業経営の確立を推進。村

内の広大な農地のほとんどが牧草畑で、村営牧場を中心とする酪農専業地帯が広がっています。

近年は、農作業の分業化を推進し、コントラクターやＴＭＲセンターを中心に経営の近代化・農地の集積・

後継者対策に努め、更なる経営の安定を目指しています。後継者育成については、酪農ヘルパー制度の拡充、

実習生の受け入れ推進、酪農家同士の情報交換、農村花嫁対策などの充実を図ると共に、積極的に新規就農者

の受け入れ体制の整備に取り組んでいます。

また、魅力ある農村環境づくりに向け、クリーンな牛舎や生産設備の整備など生活・生産環境を改善し、自

然と調和した酪農を目指し、村民や観光客にも親しんでもらえるような統一的な農村イメージを喚起させる景

観の整備も図っています。

猿払村の総面積の約４割を占める山林において

は、豊かな森林資源を保全・活用するため、計画

的な造林・林道整備を促進。住民が自然とふれあ

う場や子供たちの環境教育の場など、木材生産に

とどまらない森林のさまざまな活用を展開してい

ます。
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○商　工　業

○商店数の推移

個人 法人
人 人 万円 万円

19 12 31 22 6 3 31 125 4.0 8,547.1 2,119.7

17 11 28 20 6 2 28 113 4.0 8,407.9 2,083.4

13 13 26 18 6 2 26 97 3.7 7,653.6 2,051.5

9 14 23 17 3 3 23 115 5.0 18,079.8 3,616.0

4 13 17 10 5 2 17 93 5.5 22,916.2 4,189.0

　　　商　　工　　業

区分
商 店 数 従業者規模別商店数

従業
者数

１店
当たり

従業者数

年　間
販売高

１店当た
り

販売高

１従業員
当たり販売高

計

年

平成14～26年は商業統計調査、令和３年は経済センサスによる調査

万円

H14 264,959

商 店
計

１～
４人

５～
９人

10～
49人

R3 389,575

16 235,422

19 198,993

26 415,835

近隣市町の大型店やディスカウントショップの出現、消費者ニーズの多様化などにより、消費の流通が慢性化

する中で、猿払村では商工会を中心に商業の振興に向けた魅力ある商店街づくりを展開しています。

国内はもとより国外にも輸出されている主力製品のほたての干し貝柱をはじめ農業・漁業と連携を密にしなが

ら特産品の研究や開発などにも努めています。

また、企業・商店の経営診断や人材育成に向けた研修制度など相談・指導体制の充実を図るとともに工業や建

築業における高い技術力を持つ人材の育成にも取り組んでいます。

プレミアム付き「暮らし応援商品券」を商工会が発行し、村も補助金を投入して支援体制を構築してきました

が、過疎地域における消費者ニーズに応える取り組みとして、反省、研究など大きな課題を乗り越えて行かなけ

ればなりません。
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○観　　光

観光客の推移

観光・特産品　　　

（単位：人）

年度 区分 入込客数（道内）（道外） 宿泊 日帰り

44,700

下期 42,700 38,000 37,700R2

上期 50,100 42,800 7,300 5,400

計 92,800 80,800 12,000 10,400 82,400

4,700 5,000

3

上期 52,100 49,600 2,500 7,700 44,400

下期 40,900 38,900 2,000 7,400 33,500

計 93,000 88,500 4,500 15,100 77,900

4

上期 86,819 81,447 5,372 8,469 78,350

下期 43,550 40,199 3,351 6,506 35,055

計 130,369 121,646 8,723 14,975 113,405

71,377

下期 39,415 37,428 1,987 3,773 35,4335

上期 79,296 74,813 4,483 7,964

計 118,711 112,241 6,470 11,737 106,810

6

上期 102,400 97,300 5,100 8,700 93,700

下期 40,200 38,600 1,600 4,200 36,000

計 142,600 135,900 6,700 12,900 129,700

7

上期 102,200 97,400 4,800 7,600 94,600

下期 33,000 31,600 1,400 4,000 29,000

計 135,200 129,000 6,200 11,600 123,600

美しい自然が広がる猿払村には、青空のもと生命が生き生きと輝いています。エサヌカ原生花園や遊歩道が整備

されたモケウニ沼周辺では、エゾカンゾウをはじめとする可憐な花の彩りを堪能できます。原生林に囲まれたカム

イト沼は、神々の住む沼として悠久の時を静かに語りかけてくれます。乳牛が、のんびりと草を食む猿払村営牧場

は映画「人間の條件」のロケ地としても有名。オホーツク海と広大な村営牧場の一角にある「さるふつ公園」は、

村のシンボル的な存在。パークゴルフ場やサイクリングロード、道の駅などが整備された緑いっぱいのフィールド

では、多くの人々が訪れ、猿払に吹く爽やかな風とのたわむれを、こころゆくまで楽しんでいます。

日本最北の村は、いつでも元気な楽しみがいっぱい。村を流れる猿払川では、幻の魚イトウが生息する川として

有名です。夕景が素敵な沼として人気のポロ沼では、コハクチョウが飛来する姿も楽しめます。

さるふつ公園キャンプ場

キャンプ場とイベント広場を含め、村民の憩いの場と

しての利用拡大を図っています。

まるごと館

猿払村の特産品を食べることができるとともに、コ

ミュニティの場として活用することができます。

牛乳と肉の館

酪農王国・猿払産の乳製品の加工拠点、美味しい牛乳

やバター・アイスクリームなどが製造されています。

楽遊館

楽遊館では乳肉加工製品以外の調理実習（パン・ケー

キ・漬物等）を体験することができます。２階スペー

スは講習会など多目的にご使用いただけます。
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○観光まつり

○特産品

　　　観光・特産品

村内はもとより、道内各地から多くの人々が訪れ盛り上がる村最大のイベントが「さるふつ観光まつり」。さるふつ公

園を舞台に例年、７月中旬に開催されるこのイベントでは、歌謡ショーやビアガーデン、魚のつかみ取りをはじめ趣

向を凝らしたさまざまな催しがいっぱい。こころ弾む夏の一日を楽しむことができます。

イベントのもうひとつの目玉は、何と言っても新鮮・美味しい特産品の即売会。多くの人々で賑わう会場には、猿払

村自慢のほたてをはじめとした海産物が勢揃いです。

猿払村の特産品は、天然ほたてをはじめとするオホーツク海の豊かな幸、広大な大地で伸び伸びと育ま

れたこだわりの逸品の数々があります。猿払の新鮮な魚介類は、そのまま刺身で食べると生き生きとした

美味しさを堪能できます。なかでもほたては絶品で、その風味や食感に「本当のほたての味」が堪能でき

ます。また、村の大自然の中で育った乳牛から生産された生乳から製造される「さるふつ牛乳」は成分無

調整でまろやかなコクの深い高品質の絶品です。同じく地元の生乳で作った自然派食品の「さるふつバ

ター」や「さるふつアイス」も一緒にお楽しみください。
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○健康・福祉

○交通・生活環境

健康・福祉　　　

猿払村では、福祉社会の基礎づくり、地域福祉推進体制の整備、地域福祉を担う人材育成を軸として、ニーズに

対応したさまざまな施策を展開。高齢者保健福祉対策では、介護サービスの拡充はもとより健康の維持、介護予防

と生活支援をはじめ、高齢者の自立した生活をサポート。関係機関や地域、家庭との連携を深めると共に、サービ

ス基盤の整備として生きがい対策を含めたデイサービス部門の拡充にも取り組むほか、児童福祉、障がい者福祉に

ついても、地域のニーズに応える充実した体制の整備を進めています。

健康の保持・増進、疾病予防・早期発見では、保健福祉総合センターを核として医療・福祉と連携をとりながら、

保健サービスを効果的に提供。健やかな毎日を支えています。

2017年には、「小規模多機能型居宅介護施設」と「地域交流施設」の２つの機能を持つ、楽楽心の供用が開始し

ました。

「小規模多機能型居宅介護施設」は、要介護の認定を受けた高齢者で、小規模多機能型居宅介護サービスに利用登

録されている方を対象に、24時間365日必要な分だけ「通い・泊り・訪問」の３つのサービスを受けられる施設と

なっています。

「地域交流施設」は、幼児から高齢者まで多世代の交流を目指す施設として、大浴場やカラオケルーム、喫茶、

キッズコーナーなどが設置されています。また、趣味や特技を活かした自主的な集まりの場所としても利用できる

部屋もあり、多くの方に利用される施設となっています。

安心して暮らせる快適なふるさとづくりを進める猿払村では、道路整備、交通安全、住宅対策、上下水道をは

じめ、自然環境と調和したバランスの良い環境・生活基盤の整備を進めています。心身ともに豊かで健康な生活

を営むための基盤となる快適な居住環境については、高齢者向け住宅や定住化に向けた若者･新住民用住宅など計

画的な整備を促進。子どもたちが安心して遊べる公園整備や村民の憩いの場の確保にも努めています。

また、環境重視の循環型ふるさとの形成を目指し、猿払村リサイクルセンターを中心にゴミ減量やリサイクル

活動を強化しています。更には、地域間の情報格差是正と地上デジタルテレビ放送の難視聴地域の解消を図るこ

とを目的として、村内全域に光ファイバー網を整備しています。
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○各種健診の受診状況

○国民健康保険の状況 ○児童手当支給状況

○身体障がい者手帳交付状況

1,432 745

27,168

150120

252,511 ７級

26,932

24,578

1 1

142 44計

2

7 3

51

7 17 600 2,393

人 件

年度

6 17 827 2,458

R5 18 671 1,517

件

小規模多機
能型居宅介
護サービス
利用登録者

昼食利用
件数

地域交流施
設利用件数

保
険
給
付
費

238,942

３級1,529

6,500

36,123 23,932

1１級

保
険
給

付
状
況

総 医 療 費（千円）

1人当たり医療費(円)

350,054

280,267

1件当たり医療費(円) 32,341

  区分

級数

視覚

238,173

20,445

7,420

11,598

250,539

R3

被 保 護 者 の 実 数 扶 助 別 世 帯 数 数 及 び 人 員

被保護世帯数 被保護実人員 保護率 生活 教育 一時

10世帯 1世帯 8世帯10世帯 10世帯

1世帯

969

209,413

9世帯

291,154

2,000

150

療 養 費 (千円)

高額療養費(千円)

出産育児一時金(千円)

療養給付費(千円)

2,940

225,460 206,125

10世帯 12人 4.5%

計

葬 祭 費 (千円)

1世帯 12世帯

210

○生活保護の状況

年度

保
険
税 213,293

収 納 率

収 納 額 (千円)

214,069調 定 額 (千円)

171,391

99.64%

被
保

険
者

47.38%

子宮がん検診

52

24 23

成人対策

股関節脱臼検診 15

27

15

27

24

胃がん検診

1931,487

大腸がん検診

肺がん検診

１歳６か月健診 95.8 19

100.0 26

907

母子対策

乳児健診

３歳児健診

11.2

100.0

186

1,188

211

人 人

52 50 96.2

24

51

19

25

人 人 ％

年度

事業名 ％

5 6 7

対象数 受診数 受診率

人

R4

対象数 受診数 受診率 対象数 受診数 受診率

％ 人 人 ％ 人

対象数 受診数 受診率

1,537

191

184

95.8

23100.0

100.0

17

10

13.0

1,487

1,174

12.5

1,177

426

6

18.4 13115.4%143

12.4%

18212.0%12.5

93118.4

15231.4 25.0%

976986

410

1,0351,249

421

39.26%

132

192

1004

1,535

1,535

13.0

167 144

137

R4 5

178567 64531.4 169

414

14.4%912

11.8%

96.2 59 100.0%

11.2

100.0%

100.0%

200

11.6%

14

1,201

95.7%

100.0%

22

16 94.1%

136

10

1,537

59

19

100.0%

1,541

1,541

19

34

100.0%

15

14

10.5%

13.0%

126

34

15

21.4%696

100 79

114

5

48

30

18

149

209

264 35,585

609

年度
１子 ２子 ３子以降 計 支給額

4

6 7

10 8 20

1 11

　　　健康・福祉

290,645

280,816

25,060

25,145

19,070

40,925

乳がん検診

区　　分

37.41%

200,071

202,911

99.55%

286,025

293,058

6223,057

199,695 217,020

313,433

317,883

7223,352

10,528

○楽楽心利用状況

人 人 人 千円

R3

4

（単位：件）

102

373

82 52

196 118

80

５級

６級

４級

1

29

9世帯 8世帯

8世帯

7
年 度

人

医療 住宅 生業

217,992

197

37.03%

世 帯

人 員

件 数 10,824 11,638

99.83% 99.81%

222,681

215,514

加 入 率

1人当たり調定額(円)

聴覚・平衡
機能

7

4 10世帯 12人 4.5% 10世帯 1世帯 10世帯 10世帯

9世帯 10人

5 12世帯 16人 6.1% 12世帯

6

12世帯

9世帯 2世帯 9世帯 9世帯3.8%

3.8%

13

5

9世帯 12人

17 23

２級 1 11 1

区分

9世帯

8世帯 1世帯

1世帯

1世帯

11世帯 1世帯

2世帯

音声・言語
機能 合計

その他
の障害

肢体不自
由

59

57,435363

152

51115
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○福祉有償運送事業（福祉タクシー）乗車人員

3 4 5 6 7

5,351 6,421 5,646 5,460 5,471

3 4 5 6 7

166 108 103 76 76

○小石線デマンド自動車運行事業 乗車人員

3 4 5 6 7

732 455 455 449 672

○鬼志別バスターミナル乗車人員（旭川行き特急バス）

3 4 5 6 7

177 183 247 963 649

○火災の発生状況 ○交通事故発生状況（人身事故）

建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 その他

1 2

1 1

1 1 1

1 1

1 1

1 1 1

4

1 2 1

1

2

○消防施設

17 1 1

11

22 1 1

18 1

18 1

18 1

13 1

12 1

10 1

139 1 1 1 7

6

5 0 0 0

2

1

死　者 傷　者

H27 0 0 0

28 0 0 0

年 発生件数

0 4

3 0 0 0

4 3 0

指令車

2

14

4

4

3

4

2

1

2

（単位：人）

37

12

3

5

79

3

9

18

6

24

消火栓

そ の 他

計

2

芦 野 ７ 分 団

鬼 志 別 １ 分 団

知 来 別 ２ 分 団

7

交通・消防　　　

乗車人員

年度

乗車人員

浜鬼志別３分団

浅 茅 野 ５ 分 団

浜 猿 払 ４ 分 団

支 署

本 団

（単位：人）

年度

乗車人員

（単位：人）

年度

乗車人員

年度

H27

28

小型動力
ポンプ

資機材
搬送車

防火水槽

5

6

地域および名称

区分 小型動力
ポンプ
積載車

人 員 水槽車
タンク

車
ポンプ
自動車

猿 払 ８ 分 団

7 1

（単位：人）

年度

4

○福祉有償運送事業（通院支援タクシー）乗車人員

2

救急車

1

3 2

1

0 1

29

30

R1

2

3

29 0 0

1 2

R1 5 0 5

2 3 0 3

6 2

0

30
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○水道の状況

○道　路 ○公営住宅管理状況

○一般廃棄物処理量 ○特定公共賃貸住宅管理状況

37,610

0

55,850

528,640

11,070

65,780

102,420

18,540

0

10,310

7,620

210

33,720

0

53,870

　　　生活環境

ビ
ン

ペットボトル

粗 大 ご み

燃やせないごみ

生 ご み

燃 や せ る ご み

区分

年度
R3

515,810

76

547,050

247.0

548,350

161,730

85,050

106,130

514,730

129,050

57,470

102,950

101.8

紙 パ ッ ク

新聞・雑誌

白色トレイ

資
源
ご
み

リターナブルビン

リサイクルビン

缶

ダンボール

16,320

210

250

54,950

－

1,206

17,120

21,940

340

48,500

100

39,810

0

14,890

23,490

280

385.1

242.6

90.9

369.8

35,090

60,700

156,680

80,420

101,180

16,020

1,215

18,150

15,070

280

40,750

110

58,130

124,530

50,920

121,290

0

0

6,080

0.0

(km) (km)

39.6

40.1

162.9

36.3

総延長 改良済実延長

36.3

40.0

40.2

166.8

36.3

未改良 舗装道

(km) (km) (km)

153.3 89.2 116.1

38.5 1.1 36.2

36.3

90.9 10.9 73.4

280.5 100.1 225.8

4 5

（単位：㎏、リターナブルビンは本）

国 道

道 道

計

区 分

村 道

１ 級

２ 級

1,500

950

733

そ の 他

25.6 14.4 13.7

89.2 73.7 66.2

545

3,728合 計 3,142 1,252 2,568 50,270

86 181 5,269 55,559

223,255

浜 猿 払 452 152 337 4,652

60,828

56,200 60,852

172,985

908 11,304 47,049 58,353

ｍ ｍ

1,142 29,045 14,177 43,222

種 別 施 設 名
計画給水
人　　口

給　　　水 管　　路　　内　　訳

戸 数 人 口
導水管
送水管

1,030 362

人 ｍ

配 水 管 計

簡易水道

人 戸

鬼 志 別 1,400 652

浜鬼志別

浅 茅 野 260

水道統計調査

浅 茅 野 12

浜鬼志別 20

鬼 志 別 146

小 石 4

㎥

給 水 地 区

鬼志別東町､西町､
南町､北町､小石

浜鬼志別､知来別､
豊里、鬼志別東町
の一部

浅茅野、浅茅野台
地、浜猿払の一部

芦野､猿払､狩別､
浜猿払

１日当
り配水
能力

戸 数地 区 名

合 計 18

合　　　計 212

知 来 別 12

猿 払 8

浜 猿 払 10

浜鬼志別 2

鬼 志 別 16

戸 数地 区 名

延長延長

12



○教　育

○保　育

○保育所の状況 (令和8年4月現在)

教育・保育　　　

施 設 名 定 員 数 入所者数

鬼 志 別 保 育 所 100名 64名
64名100名合　　　計

猿払村の保育事業は、保育指導・保育目標をもち、子どもの自主性の発達を中心にした保育環境を大切にする保

育を行っています。

保育所は、「保育が必要な子どもを保育する」という本来の目的をさらに拡大し、子育てを支援していくという

役割を持つようになってきました。このような中、保育所では、子育て支援センター事業を行っており、地域子育

てボランティアへの期待も大きく、見えない親子への支援も行っています。

また、令和５年度には保育所の隣接地に児童館を整備し、小学生を対象に学童保育を行っています。

学校教育においては、学校と児童生徒を取り巻く家庭、地域が「生きる力」をはぐくむという共通理念のもと、

「地域に開かれた創意と活力に満ちた学校づくり」の中で、児童生徒の「確かな学力」「豊かな心」「健やかな

体」の調和のとれた育成をめざします。

社会教育においては、世代に応じた生涯学習活動の推進を基本的な考え方とし、学校、地域、各種団体、行政の

連携協力を図りながら、社会教育推進計画に掲げた領域ごとに、学習活動の支援と機会設定に努めます。

地域における身近なスポーツ活動を活性化し、生涯スポーツ活動を促進するため猿払村では、誰もが参加できる

スポーツ大会の充実、スポーツ関係団体・サークル等の活動促進、指導体制・施設の整備、スポーツ少年団活動や

地域の自然・施設を活用した野外活動に親しむ機会の提供に努めています。

13



15 7 64 31 33

6 7 10 7 3

令　和　６　年

各 種 学 校 0

0

0

計

第 3 次 産 業

0 0

0

無 業 者 0

就
職
者
の
内
訳

0 0

0 0 0 0

0

0 0

第 1 次 産 業

第 2 次 産 業

0 0

0

0 0 0

児 童 数

0 0

0 3 0 0

0 0 0 0

19 29 27 25

17

2

6

19 29

0 3

高等専門学校

令　和　４　年

鬼 志 別

区分 令　和　４　年　 令　和　６　年　 令　和　７　年　

教
員
数

教
員
数

学
級
数

児 童 数 教
員
数女 計

学
級
数

児 童 数

男 女 計 男 女学校名 計 男

学
級
数

13 9 74 4014 10

16 13

15 104278 35 43 15 9 83 40 43 83 41

知 来 別 6 4 30 20 10 6 3 237 4 32 18 14 6 6 29

10 69 7 26 13 139 5 24 12 12 28 14

6

14

8 2

34

12 11

浜鬼志別 12 6 29

6浅 茅 野 4 9 7

12

6 4

総 数 37 23 146 74 72 37 22 148

6 4 9 6 3

7276 6137 23 133 7235 30 148 77 71

令　和　７　年

教
員
数

学
級
数

生 徒 数 教
員
数

教
員
数

学
級
数

生 徒 数 教
員
数女 計

学
級
数

生 徒 数

男 女 計 男 女学校名 計 男 女

区分 令　和　５　年

0 0 0

19 26 24

定 時 制

20

計 男

学
級
数

生 徒 数

35

　　　教育・保育

　　　　　　　　　         　学校基本調査○小学校児童数等の推移

　　　　　　　　           　学校基本調査○中学校生徒数等の推移

令和８年度教育予算（当初）○中学校卒業後の状況

1512 7 76 416 74 35 39

令　和　５　年　

拓 心 13 5 84 36 48

教
員
数

学
級
数

児 童 数

計 男 女

計

全 日 制

年　次
内　訳

23

0

通 信 制

特別支援学校

卒 業 者 総 数

           　学校基本調査

7

27 25

進
学
者
就
職

進
学
者
を
含
む

R4 5

教育総務費

176,071千円
50%

小学校費

68,681千円
20%

中学校費

13,812千円
4%

社会教育費

28,457千円
8%

保健体育費

62,304千円
18%

総 額

349,325千円

14



○歴代村長 ○職員数 　　　　　　　　　

昭和6年4月14日

議会事務局

教育委員会

11

8

8昭和32年11月4日

昭和22年7月6日

昭和21年11月7日

住 民 課

産 業 課

建 設 課

昭和19年11月19日

昭和7年3月24日

5

4

伊 藤 浩 一

森 和 正

笠 井 勝 雄

朝 日 春 吉

佐 藤 貞 雄

工 藤 政 雄

東田与三郎

11

10

9

～

～

～

昭和22年4月5日

昭和19年11月19日 ～

渡 辺 嘉 蔵

太田誠八郎

宮崎喜一郎

昭和7年3月24日

昭和6年4月14日

大正13年1月1日

平成25年12月3日

平成13年12月3日

昭和44年12月3日

昭和32年12月9日

昭和22年8月22日

平成21年12月3日

～

～

～

～

～

～

国保診療所

平成25年12月2日

16

現 在 に 至 る

平成21年12月2日

平成13年12月2日

昭和44年12月2日 保健福祉課

職員数

合計 144

行　　政　　　

3

8

7

6

歴代 氏 名

初

2

就 任 期 間

総 務 課

課 名

19

職員数 課 名

17

(令和8年4月1日現在)
課 名

○行政機構図

巽 昭 ～

21

職員数

16 消 防地域交流課

鬼志別保育所

2

9

17

教
育
委
員
会

国
民
健
康
保
険
診
療
所

稚
内
地
区
消
防
事
務
組
合

15



○議会の開催状況

○各種選挙投票状況 ○歴代議長

○選挙人名簿の登録者数

8 0 0 1154 3 8 0 4 0 0 1 37 4 4 21 1 9 43 8 2

平成7年5月9日

1,973 R8.3.31現在

～ 令和5年4月30日

11 山森清志 令和5年5月10日 ～ 現在に至る

名 簿 種 別
名 簿 登 録 人 員

摘要
計

田辺功 平成11年5月7日 ～ 平成15年4月30日

8 佐々木正光 平成15年5月9日 ～ 平成19年4月30日

～ 平成11年4月30日

昭和22年5月1日 ～ 昭和31年1月12日

2 山川貞雄 昭和31年2月15日 ～ 昭和37年9月12日

3 浅井正雄 昭和37年10月29日 ～ 昭和39年8月31日

昭和39年9月29日 ～ 昭和58年4月30日

5 太田金一 昭和58年5月6日 ～ 平成7年4月30日

6

市川春政

氏 名

特例 小倉信之助 昭和21年11月10日 ～ 昭和22年4月30日

選 挙 名 執 行 年 月 日 有権者数 投票者数 投票率

(人) (人)

就 任 期 間

荒井与一郎

歴代

初

135

29 4 5 31 1 11 38 8 0 0 1461 3 8 0 13 0 0 5 6 15 6

1 3 828 4 4 32 0 9 40 8 10

143

27 4 4 26 0 9 27 8 3 2 3 7 0 4 2 3 6 10 2 150

1 2 8 8 1426 4 3 37 2 8 29 8 4

145

25 4 5 30 1 8 32 8 2 2 2 11 0 6 0 1 3 6 0 129

0 3

本
会
議
開
催
状
況

条
例
（

村
長
）

条
例
（

議
長
・
議
員
）

予
算
（

一
般
会
計
）

予
算
（

特
別
・
企
業
会
計
）

決
算

契
約
の
締
結
・
変
更

財
産
の
取
得

専
決
処
分
（

条
例
）

会
議
規
則
（

議
員
）

合
計

陳
情

意
見
書

そ
の
他
（

村
長
）

そ
の
他
（

議
長
・
議
員
）

山須田清一 平成19年5月10日 ～ 平成27年4月30日

10

969 0

男 女 法人

永 久 選 挙 人 名 簿 1,004

太田宏司 平成27年5月11日

矢崎貞一

35 1

1

1

0

31

31

27

19

38

23 08

8

8

8

35 4

8 2 6 0

知 事

平成23年4月10日 2,210 1,779 80.50%

75.68%

80.66%

1,512参 議

76.04%

知 事

参 議 平成22年7月11日 2,245 1,699

平成23年4月10日

衆 議 平成26年12月14日

衆 議 平成21年8月30日

参 議 2,340平成19年7月22日

4

5

6

6

4

4

2

3

0

0

14 5 9

10

8

8

11

平成19年4月22日

令和3年10月31日

30

6

道 議

村 議 2,246 2,080

2,260 1,919

衆 議 平成24年12月16日 2,208 1,679

道 議 平成19年4月8日 2,251

2

1,835

31

29

平成27年4月12日

R1

2

平成25年7月21日

4

92.61%

1,921 85.34%

7

2,008 1,405

2,143

84.91%

78.42%

9

82.88%

2,135

74.10%

69.97%

67.53%

2,213 1,785

65.92%

2,193

66.59%
67.33%

70.81%

2,239

令和5年4月23日 2,027 1,680村 議
衆 議

1,599平成29年10月22日衆 議

参 議

2,158

参 議 令和4年7月10日 2,068 1,377
知 事 令和5年4月9日 2,072 1,395

衆 議 2,086 1,477

平成31年4月7日

参 議

1,554平成28年7月10日

73.08%

1,5722,175 72.28%

1,566
令和元年７月21日 2,192 1,445

70.86%

76.53%1,634

令和6年10月27日

知 事

8

1

7 6 0

7 5 0

11 6

33 5

22 6

24 5

5 88 1

4 3

0 5 0

4 4 0 4 0

0

年次
／
区分

専
決
処
分
（

予
算
）

専
決
処
分
（

契
約
・
そ
の
他
）

人
事
案
件
（

選
任
・
同
意
・

推
薦
・
辞
職
）

H24

決
議

請
願

定例会 臨時会

4 4 31 0 8 32 12 0

4

3 6

8

3

3

15

0

17

4

0

1 4

5

5

113

0 0

2

1

0

　　　議会・選挙

0

0

1

0

1

124

4

4

4

4

4 90

0

0

5

9

5

3

2

1

0

0

0

4

4

6

22

32

31

8

0

0

1

2

3

2

02

27 0 8 30 8 0 3 2 3

1

4

6

4

5

2

3

04 5

138

3

7

2

21 5

6

5

127

140

134

101

13222 4

11

8

5

8

6

10 9 4

5

参 議 令和7年7月20日 2,015 1,395 69.23%
衆 議 令和8年2月8日 1,974 1,321 66.92%
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○各会計決算状況

（万円)

52,790 64,744

75,012

39,021

16,637

754

2,577

55,035

16,731

765

2,481

58,989

33,144

49,425

年度

区分会計

金額金額金額金額

105

55,418
△ 1

41,652

6,688
52,475 52,329

123
41,212

37,483

歳 出
差 引

国保病院

59,988

差 引

○令和８年度一般会計当初予算

21,810
20,872 21,799

△ 5,622
28,778

56,364

52,315
14

55,418 50,742

10,345

35

0

695

61,142
61,126

230
22,95620,674
22,833

歳 入

34,101

歳 入

財　　政

（単位：万円）

44,329

11

20,977

24,632

22,462
23,957

30,301
28,083 29,651

650

1,495

127

22,000
95

22,095

歳 入

国民健康保険 歳 出
差 引

差 引
歳 出一般会計

歳 入
19,707

介護保険 歳 出
歳 入

歳 入
歳 出
差 引

簡易水道

38,383

49,425

521,474
516,319

5,155
55,884
55,395

489
59,858

下水道 歳 出

565

0

214

36,675
35,403

19,921

0

1,272

59
20,615

130
48,531
48,531

34,666

計

16,076

758

2,829

72,453

16,795

732

2,749

85,020

R1

市町村たばこ税

軽自動車税

固定資産税

909 2,296
23,537
1,095900

○村税の内訳（決算額） 2,8812,825

4 5

508,453
553,225

2,793

30

465,181
459,884

5,297

2 3

515,909

44,362
43,453

4,269

619,918
7,456

59,618
59,447

171
46,869

8,508

46,930
0

35,595
35,468

2,582

46,716 46,911

52,440

40,505

46,869
0

39,853
39,623

52,410

6

46,930 52,409

8,270
57,150
57,079

71

10,231
545,816544,955
556,047 582,312 626,606

571,967

16

369

令 和 6 年 度

38,377
38,008

令 和 ７ 年 度

17

年度

113

令 和 4 年 度 令 和 5 年 度

707
44,420

3,750 4,131 4,286

歳 出 3,449 3,579 3,692 3,511 3,718 4,018

2,856

差 引

村 民 税

区分

後期高齢者医療

歳 入 3,519 3,579 3,703 3,539

70 0 11 28差 引

（万円) (万円) （万円)

32

地方交付税

25億6,700万円
48.0%

村税

8億890万円
15.1%

繰入金

5億3,907万円
10.1%

村債

4億1,640万円
7.8%

国庫支出金

1億7,828万円
3.3%

道支出金

1億5,387万円
2.9%

地方譲与税

9,480万円
1.8%

使用料及び手数料

7,159万円
1.3%

その他

5億1,408万円
9.6%

歳入総額

53億4,400万円

総務費

14億1,984万円
26.6%

諸支出金・予備費

7億7,273万円
14.5%

公債費

7億3,120億円
13.7%

民生費

4億7,451万円
8.9%

土木費

4億3,101万円
8.1%

教育費

3億4,933万円
6.5%

衛生費

3億2,327万円
6.0%

農林水産業費

3億1,244万円
5.8%

消防費

3億918万円
5.8%

商工費

1億8,544万円
3.5%

議会費

3505万円
0.7%

歳出総額

53億4,400万円
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電 話 Ｆ Ａ Ｘ

猿払村役場　　　総　務　課 鬼志別西町172番地1 ２－３１３１ ２－３８１２

　　　　　　　　住　民　課 鬼志別西町172番地1 ２－３１３３ ２－３８１２

　　　　　　　　産　業　課 鬼志別西町172番地1 ２－３１３４ ２－３８１２

　　　　　　　　建　設　課 鬼志別西町172番地1 ２－３１３５ ２－３８１２

猿払村保健福祉総合センター 鬼志別北町28番地 ２－２０４０ ２－２０７５

こども家庭センター・子育て支援センター 鬼志別北町28番地 ２－２０４０ ２－２０７５

猿払村楽楽心 鬼志別南町243番地 ２－２７２２ ２－２７１１

猿払村地域包括支援センター 鬼志別南町243番地 ２－２０９０ ２－２７１１

猿払村議会事務局 鬼志別西町172番地1 ２－３３６６ ２－３８１２

猿払村教育委員会 鬼志別西町172番地1 ２－３０１１ ２－２２２５

猿払村学校給食センター 鬼志別西町182番地1 ２－３６７７ ２－３６９６

猿払村国民健康保険診療所 鬼志別北町28番地 ２－３３３１ ２－３５００

猿払村一般廃棄物最終処分場 鬼志別北町233番地 ３－４０２９

猿払村リサイクルセンター 浅茅野336番地21 ５－７６７６

稚内地区消防事務組合猿払支署 鬼志別南町1番地 ２－２１１９ ２－３１５９

鬼志別小学校 鬼志別北町178番地 ２－３３２１ ２－３３００

浜鬼志別小学校 浜鬼志別278番地１ ２－３２５３ ２－３２８５

知来別小学校 知来別1081番地 ３－４０３０ ３－４０６４

浅茅野小学校 浅茅野336番地１ ５－７３１２ ５－７３１７

拓心中学校 鬼志別北町184番地 ２－３２３１ ２－３２８０

保 育 所 鬼志別保育所 鬼志別北町131番地 ２－３６６６

猿払村生活改善センター 鬼志別東町1番地 ２－３１６２

猿払村農村環境改善センター(老人憩いの家) 鬼志別北町142番地 ２－３８３６

猿払村スポーツセンター 鬼志別北町142番地 ２－３２００

猿払村火葬場 鬼志別西町250番地 ２－３８３８

猿払村柔剣道場 鬼志別北町138番地 ２－３９５６

猿払村営球場（冬期間　スキー場） 鬼志別北町273番地 ２－３５４０

道の駅「さるふつ公園」管理棟 浜鬼志別214番地７ ２－２３１１ ２－２３１２

ホテルさるふつ 浜鬼志別214番地７ ３－４３１４

特 養 ホ ー ム 特別養護老人ホーム「さるふつやすらぎ苑」 鬼志別北町70番地 ３－４０４６ ２－３０９３

東宗谷農業協同組合猿払支所 鬼志別西町51番地 ２－３３１１ ２－３３３０

東宗谷農業協同組合畜産事業所（牧場） 浜鬼志別214番地5 ２－３２１０ ２－３６６８

乳肉加工施設「牛乳と肉の館」 浜鬼志別214番地7 ２－３２８８ ２－３３８６

猿払村漁業協同組合 浜鬼志別1541番地4 ２－３１１１ ２－３１７７

猿払村漁業協同組合水産物総合加工場 浜鬼志別992番地31 ２－３１６５ ２－３５３０

猿払村漁業協同組合製氷冷凍工場 浜鬼志別1541番地6 ２－３２２４ ２－３７８７

商 工 会 猿払村商工会 鬼志別北町142番地 ２－３０７６ ３－４０６２

鬼志別郵便局 鬼志別北町2番地 ２－３１６０

知来別郵便局 知来別1989番地 ３－４３６０

浅茅野郵便局 浅茅野336番地36 ５－７３３０

浜鬼志別郵便局 浜鬼志別 ２－３２６０

鬼志別警察官駐在所 鬼志別東町25番地 ２－３１５０

知来別警察官駐在所 知来別49番地 ３－４００３

猿払村観光協会 浜鬼志別214番地7 ２－２２１１

猿払村社会福祉協議会事務局 鬼志別北町28番地 ２－３６８５ ２－２０７５

陸上自衛隊鬼志別演習場管理事務所 鬼志別西町135番地 ２－３１０６

稚内開発建設部浜鬼志別除雪センター 浜鬼志別278番地8 ２－３１０９

宗谷バス㈱鬼志別バスターミナル 鬼志別南町243番地 ２－３２３２ ２－３２３２

福祉輸送バス(予約) 鬼志別南町243番地 ２－２３３１

デマンドバス(予約) 鬼志別南町243番地 ２－３７５９

その他

小 中 学 校

農 業 関 係

漁 業 関 係

警 察

区 分

郵 便 局

公 共 施 設

名 称 所 在 地

官公署団体

行 政
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